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が行詰り，第三世界の世界市場における立場は急運に
悪化していった。
　しかしながら，新国際経済秩序は，こうした80年
代の世界経済の動向のなかで，もはや発展途上諸国の
自立的経済発展の戦略としては，役立たないのであろ
うか。80年代，先進諸国の世界市場における支配的
地位がますます強固になっていくなかで，これに対抗
し，自立化をもとめる勢力はどうなっていったのであ
ろうか。国連における運動は，前進をはばまれたので
あるが，非同盟諸国は一定の地位を確保している。世
界市場におけるこの国ぐにの運動や役割は，どのよう
に評価し，位置づけるべきか。国際経済関係の諸変化
に注目しつつ，NIEOの今後の役割に一定の期待をも
つことができるのではないかと思う。
　Samir　Aminは“After　the　New　Intemational
Economic　Order”のなかで，　NIEOを失敗と評価し
たあと，発展途上国の民族ブルジョアジーは対帝国主
義戦略で，完全に分裂したこと。この分裂のなかで，
二つの大きな潮流が形成されたことを確認し，帝国主
i義の新植民地主義政策が完全に勝利したことをまず認
めている。
　その後の帝国主義による発展途上国に対する戦略
は，次の二大部分から構成されているという。第一
は，かれらと従属的同盟を結び，多国籍企業の生産拠
点として発展させているブルジョアジーグループであ
り，第二は，自立的，民族主義的グループで自力によ
る発展を一定程度志向しているのであるが，この後者
のグループは，しだいに停滞へとおいやられ，その政
策の変更をせまられ，孤立化への道を歩んでいる。
　ところで，多国籍企業の世界戦略は，前者のグルー
プを従属的に同盟させながら，なおかつ発展途上国間
の競争を激化させて，世界市場における帝国主義支配
の立場を確固たるものにしているという。この多国籍
企業の支配としてそこから生ずる独占利潤が，先進国
の資本蓄積をより拡大させることとなり帝国主義諸国
と発展途上諸国の格差はいっそう拡大されている。
　このようなアミン理論は，少くとも80年代以降の
世界経済，とくに発展途上諸国の分化と，NICs諸国
の発展，さらにアジア，アフリカ，諸国の自立的発展
を志向しつつ，孤立化と停滞においこまれている国々
の状況を適確に分析しているようにみえる。1980年
代は資源ナショナリズムが後退し，社会主義諸国経済
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